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　　　　　　　　　　　　　　　　　●

ABsTRAcT：Vast　tracts　of　the　inner　zon¢of　Southwest　Japan　are　occgepied　by　so・called　Ry6ke　rocks．、

coz≧s量s£圭鶏9◎f　gra箆三te§撫澄d斑e餓矯orp｝｝ics　az三d　by　ether　Cretaceous董gn¢ous　rocks　cons葦stiぬ9◎f　granite寧L

and　vdCa隷三CS．1無耽V。！Ca鶏圭cs　are　CO継融cd　1arge・ameUnt◎f恋yO1it三c　r◇CkS滋ぬeご廊e　T禽kada

rhyolitiごrocks　belonging　to　those　of　thξ　Middle　Cretaceous圭n　age．　The　Takada痴y◎1itユc　mcks　aτe

f（）und　i臆truded　by　some　Cretaceous　granites　such　as　th¢Hiroshima　granitic　complex　and　th6　Nae＄i・

type　granit¢s，　both　being　the　most　important　tnembers　of　the　Cretaceous　granites．　The　Ry6ke　rocks

hav¢been　th◎犠gh亡by　predcc¢ssors　as　those　produced　in　c¢rtain　stag¢，1）f士Qm　the　Late　Pala¢ozoic

to　the　Early　Mes◎にo呈c，2）from　the　」犠r3ss三c　t◎tke　Lewer　Cretaceou§，鍛d　3＞of癒e　crotac¢ousゼTo

clarify　the　geo！ogic　relatio憂betwee簸癒e　Ry6ke　rocks　a捻d　the　Takada噛rぬyd圭tic　rρcks，重ぬe　aut熱or

ha忘surveyed　the　island　of　Osakishimojima　in　Hiroshima　Pre琵cture　and　thρsouthemρart　of　Osaka

Pref¢cture．　As　a　result　of　th¢wgrk、it　has　become　claer　that　some　Ry6ke　granites　might　have　been

・・ve・ed・un・・n餅mably　by　th・T・k・d・・hy。Hti・・p・k・・

1

図 i

臼．． 次

L

1　ま　え　が　き

il　広島県豊田郡大崎下島の地質
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1　　ま　　え　　が　　き

　領家花醐岩類の形成期については，従来，ジュラ紀ないし下部白亜紀とする考えと，古生

代末ないし中生代初期とする考えとがあり種々論議されてきた。ところが最近の放射性同位

元素1こ基く絶体年代の測定の結果は’）多くの領家花崩岩類に6◎◎◎万ないし1億2◎◎◎万年の

年令を与え，その形成期を白墓紀後期とする意見もある。すると，領家花醐岩類の形成期と

広島花崩岩複合体との形成期とがほぼ一致することになる。

　　領家花陶岩類と，その活動に密接に関係していると考えられている黒雲母片岩や縞状片麻

岩などの変成岩とからなる領家帯は，大分県国東半島から中部地方天竜川流域にわたって帯

状に連続している。この領家帯の北側には，後期自璽紀の産物と考えられる花尚岩類と，白

墓系中・上部と推定される火山岩類が，西は九州から東は長野県飯田付近まで，広く分布し

　ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　‘

　中国地方に広く分布する花歯岩体の多くの部分は広島花醐岩複合体の名称で一括されてい

る。この花簡岩複合体は，黒雲母花醐岩～含角閃石一黒雲母花商閃緑岩を主体とし，広島市

以東では30kmないし40kmの幅をもって海岸線にそってほぼ東西に分布するが，広島市

付近を境にして急に南北方向の分布をしめし，その北部延長は島根県に達する。そして，こ

の北部の花醐岩体（阿須那花潟岩）は，上部白璽系の作木火山岩類の構造を切って貫入し，

ほとんど水平の地層からなる第三紀中新世の備北膳群に不整合に被覆されている。したがっ

て，北部の広島花尚岩複合体の活動期は，白璽紀最末期ないし第三紀初頭と推定される。一・

方，広島花陶岩複合体の南部地域にお’ける活動期については；作木火山岩類に不整合に被覆

される高田流紋岩類は至る所で花嵩岩類に貫かれて広く分布するが作木火山岩類相当層の分

・布が知られていないので，その活動期を明確にすることは困難である。づぎに，広島花淘岩

複合体と古期岩類との接触関係をみると，北縁部では側面接触，南部地域ではルーフ接触を

なしている。そして，この接触様式の変化に対応して，古期岩類の変成度と変形度は南部地

域ほど顕著となり，地域によっては，璽顎家変成岩”と広島花醐岩複合体による変成岩との

識別が困難な場合がある。

　　西南鑓本内帯には，多量の酸性火山岩類を伴う後簸中生代の火山岩類が，西は九州北部

から東は中部地方まで，広く分布している。筆者は，中国地方中部地域に分布する後期中生
　　　　　　　　　　き　さ
代の火山岩類を，吉舎安山岩類・高田流紋岩類・作木火山岩類に分け，前二者と後者との

間には顕著な時間間隙が存在し，吉舎安山岩類と高田流紋岩類は中・下部白墓系に属し，作

木火山岩類は上部白墓系に属すると推定した。中国地方の高田流紋岩類は瀬戸内海北部の沿

岸地域および付近の島旗を南限として分布し，それより南の島々と四国北部地域は主として

領家花嵩岩類と同変成岩からなっていると考えられている。一方，大阪府南部の和泉山脈北

麓には，和泉層群を傾斜不整合に被覆する泉南酸性岩類が，領家花崩岩および領家変成岩の

南に分布している。和泉層群はその下部層から上部層にわたって幾枚もの酸性凝灰岩層を爽

むことと，作木火山岩類中から発見された植物化石と和泉層群中の化石による時代推定とか

r
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216 吉　　田　　博　　直

ら，作木火山岩類の地質時代と和泉層群の地質時代はほぼ一致すると考えられる。そして，

泉南酸性岩類は和泉層群に，高田流紋岩類は作木火山岩類に，いずれも傾斜不整合に覆わ

れ，かつ両者とも酸性の結晶質凝灰岩を主体とする類似の岩層を示すので，泉南酸性岩類と

高田流紋岩類は｝ほぼ，同一地質時代の産物と推定される。そこで，上述酸性岩類と領家岩

類との関係を以下述べる地域で確かめることによって，領家花嵩岩類の地質時代を推定する

一助にしたいと考えた。

II広島県豊田郡大崎下島の地質

　大崎下島は，広島県竹原市と愛媛県今治市との申問に位する小島で，高縄半島波方はその

南東紅10kmの位置にある。この島は古くから瀬戸内海交通の要地として栄え，とくに東岸
　　みたりい

の御手洗港は有名である。島は東西約5．5km，南北約3．5km，その中央部を山陵が東西に

走り，最高点は448。6m，ほとんど平地にめぐまれず，斜面の大部分はみかん畑となってい

る。

A．地　　質　　概　　要

　本島は，古生層ζ考えられている頁岩を主体とする片状岩，礫岩，流紋岩；および，花簡

岩類からなっている。花醐岩類を除いた岩薮は，いずれも熱変成作用を受けている。

1．　沖友層　　島の南半部には，黒雲母片岩から片状構造の顕著でないホルンフエルスにわ

たる頁岩を主体とし，西北西一東南東の走向をもち，北に30度ないし40度傾斜する沖友層が

分布する。沖友層の北部地域では，弱い片状構造をもち，片理に平行な珪質の縞とともに種

々の方向の石英細脈の発達する黒色頁岩の熱変成岩が分布するが，南するにつれ片状構造が

顕著となり，南部の海岸線に沿ってはPtigmatic　veinと層面に平行な摺曲が発達し，白雲

母と黒雲母のクロットを多量に有する黒雲母片岩が分布する。　　　　　　　　　　　’

　　　くび　　　　　　　　　　　　　　へ
2．　久比層　　沖友層の上位に発達する礫岩層とジさらに，その上位に整合的にのる流紋岩

質凝灰岩層とを一括して久比層と呼ぶ。
　　　　　　　　みたらい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　a）下部層（御手洗礫岩層）　沖友層の上位には，ほぼ，その走向，傾斜と一致する分布

をしめす礫岩層がある。この礫岩層は，地域によってその厚さはまちまちで50m程度から2

～3m程度と変化するが，島の西岸から東岸まで連続し，全域にわたり熱変成作用を受けて

いる。御手洗礫岩層中には幾層もの流紋岩質凝灰岩層が存在しジ上部ほど礫が減少し，流紋

岩質凝灰岩に移化する。礫は，数mmないし20cm程度の陶汰不良の角礫からなり，礫種

は，珪質の縞と種々の方向に石英の細脈の発達する弱い方向性をもった頁岩と石英脈から由

来したと考えられる珪質礫がもっとも多く，少量の黒雲母片岩と砂岩，ごく稀に半角礫状の

安山岩ないし粉岩からなるe－一・・’方，その基地は下部では泥質物，上部では流紋岩質凝灰岩が

優勢である。つぎに，角礫と基地との関係をみると，各礫ごとに，その片状構造および石英

脈ないし珪質の縞の方向が異なり，かつこれらの連続性が基地部で明瞭に切断されている。

なお，基地部には石英脈は見出されない。
　　　　　　　おおちよう
　b）上部層（大長層）　御手洗礫岩層の上位には整合的関係をもって流紋岩質凝灰岩層が
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のる。この地層を大長層と呼ぷ。大長層は数ケ所に頁岩の薄層を爽み，ほぼ，東西の走向を

有し，北に傾斜する，厚さ，すくなくも，200mを超える凝灰岩層であるe

3。　花　・働　　岩　　類
・　　　　　　　　　　　　　　　　　 みかと

　a）島の東北部地域と三角島には，大長層中に貫入する黒雲母花騰岩が分布する。

　b）大浜花嵩岩は島の西岸の大浜から沖友を結ぶ線以南には，擾白質の細粒ないし中粒の

黒雲母花崩岩が分布する。

　　　　B．広島花醐岩複合体。久比層・沖友層（領家変成岩？）の三者の関係

1．大浜花嵐岩については不明であるが，北部地域に分布する花嵩岩類は，西に，豊島，上

蒲刈島，下蒲刈島，本土と連続し，広島花周岩複合体の一部を構成する。

2．　久比層の上部層を構成する大長層の流紋岩類は，付近の豊島，上蒲刈島，大崎上島やそ

の他の小島から中国本土に広く分布し，広島市以束二竹原以西の流紋岩類のプmック（安芸

津ブnック）の南縁部を構成している。この安芸津ブロックは高田流紋岩類の構成メンバで

あるから，大長層は高田流紋岩類に属する。

　久比廣の下部層を構成する（大長層と整合関係にある）久比礫岩層は，その構成礫が大小

さまざまの陶汰不良の角礫であること，沖友層の構成岩と性状が類似することとから，その

物質は遠距離から運搬されたものではなく，沖友屑相当層からもたらされたと推定される。

久比層，沖友層はともに熱変成作用を受けているので，上述角礫は不変成古期岩類から供給

され，広島花歯岩の貫入期に現在見られる変成岩になったのではないかとも考えられる．こ

の点については，久比層の基地には石英脈ないし珪質の縞がみられないが，一方，含有角礫

は層面ないし片理面に平行な珪質の縞と石英脈がよく発達し，基地との接触部で明瞭にこれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぽ

らの連絡が絶たれること，少量ながら片状構造のよく発達した黒雲母片岩の角礫が存在する

ことから，これらの角礫岩は現位置に供給された時はすでに変成岩であったと考えられる。

すなわち，これらの礫は複変成岩であるe

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジ

3．　沖友層の片状構造と大部分の変成鉱物が形成された時期についてであるが，現在のとこ

ろ，沖友層堆積後，御手洗礫岩層堆積前としか言えないが，沖友部落の南方5kmの斉島に

は領家花崩岩と考えられる片状構造を有する含角閃石一黒雲母花歯閃緑岩が分布する事が濡

木によって確かめられている。なお，ここで興味あることは，沖友層の上部層には，0．5mm

から1mm程度の自形ないし半自形の斜長石が多量に含まれる層の存在することである。

　以上のことから，大崎下島南岸地域に分布する変成岩類が領家変成岩類に属するか否かは

不明であるが，すくなくとも中部白蔓系と推定される高田流紋岩類に不整合に被覆される変

成岩類が存在し，そしてこの変成作用に関連あると考えられる花樹岩類の活動期は，広島花

闘岩複合体の活動期よりも古いと考えられる。

皿　領家花嵩岩類と泉南酸性岩類との関係

　大阪府泉南郡和泉砂川から泉大津市父鬼にかけて，酸性凝灰岩を主体とする泉南酸性岩類

は，南北の最大幅約4km・東西約20kmの細長い岩体として分布し，その南限は和泉層群



、
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に傾斜不整合の関係をもって被覆され・北際は領家花簡岩類と主として断層関係をもって接

する。

　泉南酸性岩類の標式的露出地の岸和田市土丸においては，泉南酸性岩類は断層関係をもっ

て領家花縄岩類と接している。この断層の南側の泉南酸性岩類の中には，まれに暗黒色の基

地をもった礫岩層が來在するtSその構成礫には，珪長岩・古生層から由来したと考えられる

砂岩・頁岩・・石英脈源と思われる珪質岩とともに，径1cmにも達する斜長石・波動消光を

呈する石英が混在する。また，泉南酸性岩類は主として断層関係で領家花醐岩類に接しては

いるが，その全域にわたって，領家花醐岩類による熱的影響が認められない。これらのこと

は，泉南酸性岩類が領家花醐岩類を不整合に被覆していることを示すものと考えられる。

IV　結 論

　広島県豊田郡大崎下島の調査の結果からは，高田流紋岩類相当層の久比層が古期変成岩を

不整合に被覆していることが結論された。この古期変成岩は，その地質学的な位置からして

も，領家岩類として著るしい矛盾はない。

　大阪府南部の泉南酸性岩類の分布地域の調査からも，泉南酸性岩類は領家花尚岩を不整合

に被覆している可能性が大であると推定した。’

　久比層は領家花嵐岩類の北側に，泉南酸性岩類は領家花嵩岩類の南側に分布している。し

かも，久比層は北の本土沿岸部では100◎斑単位の厚層であり，泉南酸性岩類も成層した部

分が少ないので層厚については明瞭でないがすくなくも数100mの層厚を有すると考えられ

るので，これら酸性火山岩類は広く領家帯を被覆しておったのではないかと推定される。そ

して，これらの酸性火山岩類を基準として，白亜紀後期と考えられている広島花醐岩や苗木

型花崩岩類と領家花尚岩類のあるものとの関係をみた場合，前二者と後者との間には著しい

時間間隙が存在すると推定される。
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写　　真 説 明

沖本層．クasス．　5×

沖本層．　　　　5×
大長層中の安山岩ないし粉岩礫．クasス．　欝×

大長層中の安山岩ないし珊岩礫．　　　　　10x

沖本層一ヒ位層．　5×

大長層（左上・石英脈源の礫，右下。泥質源礫）．　5x
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